別添１
廃棄物発電電力を有効活用した収集運搬低炭素化モデル事業実施計画書
	事業の名称
	

	事業実施の代表者
	自治体名等
所属
所在地
役職名
氏名
ＴＥＬ
ＦＡＸ
E-mail
	

	経理責任者
	自治体名等
所属
所在地
役職名
氏名
ＴＥＬ
ＦＡＸ
E-mail
	

	事業実施の主たる実施場所
	名称
所在地
	

	事業の概要
	

	事業の目的
	

	事業の方法、内容
	１．廃棄物発電電力を有効活用した収集運搬低炭素化モデル事業
（１）電気の供給方法
（２）廃棄物の種類・計画処理量

（３）車両の活用方法
（４）その他


	実施時期

	

	電気の活用方法及びその調整状況
	・需要設備概要

・電気の利用方法

	設備の荷重平均耐用年数（注２）
	

	事業の効果
	（二酸化炭素排出抑制効果（注３））

（事業の費用対効果（円/ ｔ-ＣＯ２）（注４））

・事業費ベース
※廃棄物焼却施設からの電力の活用に伴う給電・蓄電システム、ＥＶパッカー車の導入費用
（他事業等への波及効果）



（注１）本実施計画書の参考資料として、必要に応じて以下の資料を添付すること。
1 電気の供給の流れや位置関係がわかるシステム図
2 本事業に係る廃棄物の入手先・種類・量及び受入れ条件等が分かる資料
3 廃棄物処理施設設置に係る許可取得状況等
4 事業の効果（二酸化炭素排出抑制効果、石油代替効果、環境への影響など）の算定根拠資料
5 市政概要
6 本事業の実施体制
7 本事業のスケジュール表
8 事業実施予定地の位置図／国土地理院発行地図（必要に応じ現地写真）
9 給電・蓄電システム及びＥＶパッカー車の運用計画

※　二酸化炭素排出抑制効果の算定根拠資料については、年間のＣＯ２削減量を算定したエクセルファイル（「ハード対策事業計算ファイル」）を添付すること。また、このエクセルファイル（「ハード対策事業計算ファイル」）における「エネルギー消費量・供給量の設定」の「記入欄」に記入した具体的なデータの根拠、引用元の資料を添付すること。

（注２）設備の荷重平均耐用年数については、「「廃棄物処理施設の財産処分マニュアル」の一部改正について」（平成２０年１０月１７日付け環廃対発第０８１０１７００４号、廃棄物対策課長通知）に準じて、それぞれの設備の見積もりに基づき算出すること。
（注３）二酸化炭素排出抑制効果の記載に当たっては、以下の点に留意すること。
①
算定根拠（引用した数字の出典、計算式を含む）を明記すること。

②
二酸化炭素排出抑制効果については、「地球温暖化対策事業効果算定ガイドブック＜補助事業申請者用＞（平成２９年２月環境省地球環境局）」（以下「ガイドブック」という。）において使用するエクセルファイル（「補助事業申請者向けハード対策事業計算ファイル」）により算定した年間のＣＯ２削減量を記載すること。ガイドブック等は下記よりダウンロード可能。

http://www.env.go.jp/earth/ondanka/biz_local/gbhojo.html
（注４）費用対効果は以下の式に基づき算出すること。

費用対効果（円／ｔ-ＣＯ２）＝　補助金額又は総事業費（円）／（当該事業の実施により削減される年間のＣＯ２排出量（ｔ-ＣＯ２／年）×当該事業で導入する設備の荷重平均耐用年数（年））
（注５）環境大臣は、補助事業者等が、補助金等の他の用途への使用をし、その他補助事業等に関して補助金等の交付の決定の内容又はこれに付した条件その他法令又はこれに基く各省各庁の長の処分に違反したときは、補助金等の交付の決定の全部又は一部を取り消すことができる。
（注６）事業の方法、内容は既存の状況を踏まえてなるべく具体的に、必要性を含めて、可能な限り数値等を用いて示してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

別添２
廃棄物発電電力を有効活用した収集運搬低炭素化モデル事業に要する経費内訳
	所要経費
	給電・蓄電システム
	(1)総事業費
	(2)寄付金その他の収入
	(3)差引額

((1)－(2))
	(4)補助対象経費支出予定額

	
	
	円
	円
	円
	円

	
	
	(5)基準額
	(6)選定額
(4)と（5）を比較して少ない方の額
	（7）補助基本額
（3）と（6）を比較して少ない方の額
	（8）補助金所要額
（7）×1/2
（小数点以下切捨）

	
	
	円
	円
	円
	円

	
	ＥＶパッカー車

	(1)総事業費
	(2)寄付金その他の収入
	(3)差引額

((1)－(2))
	(4)補助対象経費支出予定額

	
	
	円
	円
	円
	円

	
	
	(5)基準額
	(6)選定額
(4)と（5）を比較して少ない方の額
	（7）補助基本額
（3）と（6）を比較して少ない方の額
	（8）補助金所要額
（7）×2/3
（小数点以下切捨）

	
	
	円
	円
	円
	円

	
	合計
	補助金所要額合計【給電・蓄電システム所要額】＋【ＥＶパッカー車所要額】（千円未満切捨）

	
	
	円

	補助対象経費支出予定額内訳（給電・蓄電システム補助対象分）

	経費区分・費目
	金額（円）
	積算内訳

	
	
	

	合計
	円
	

	補助対象経費支出予定額内訳（ＥＶパッカー車補助対象分）

	経費区分・費目
	金額（円）
	積算内訳

	
	
	

	合計
	円
	

	購入予定の主な財産の内訳（一品、一組又は一式の価格が５０万円以上のもの）

	名称
	仕様
	数量
	単価（円）
	金額（円）
	購入予定時期

	
	
	
	
	
	


（注）①費目は可能な限り細分化して金額を記載すること。
②見積書又は計算書については、工種（業務）ごとに区分し、材料費、人件費等の費目の詳細
が記載されていること。

 別添３
平成　　　年度歳入歳出予算書（見込書）抜粋
	（歳入）
	（歳出）
	備考

	事項
	金額
	事項
	金額
	

	（款）国庫支出金
	
	（款）環境保全費
	
	

	（項）国庫補助金
	
	（項）環境保全費
	
	

	（目）環境保全費国庫補助金
	
	（目）地球環境保全費
	
	

	（節）環境保全費
	
	（節）備品工事費
	
	

	一般会計
	
	（節）工事請負費
	
	

	
	
	
	
	

	合計
	
	合計
	
	


（注）表の事項は例示である。
